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あ
て 

 
登
場
人
物
ど
う
し
の
関
わ
り
を
と
ら
え
、
感
想
を
伝
え
合
お
う 

 

○
あ
な
た
は
、
「な
ま
え
つ
け
て
よ
」と
い
う
題
名
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
物
語
だ
と
考
え
ま
し
た
か
。 

  

一 

「
な
ま
え
つ
け
て
よ
」を
読
ん
で
、
感
想
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

       

二 
 

登
場
人
物
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

〈登
場
人
物
と
は
？
〉（光
村
図
書
２
年
教
科
書
か
ら
） 

 
 

 

登
場
人
物
と
は
、
物
語
の
中
に
出
て
く
る
人
の
こ
と
。
物
語
の
中
で
、
人
の
よ
う
に
動
い
た
り
、
考
え
た
り
す
る
生
き
も
の
や
物

も
、
登
場
人
物
と
い
い
ま
す
。 

〈
中
心
人
物
と
は
？
〉物
語
の
登
場
人
物
の
中
で
、
大
き
く
心
情
が
変
わ
っ
た
人
の
こ
と
。 

 

「
な
ま
え
つ
け
て
よ
」の
物
語
文
の
登
場
人
物
は
？
登
場
人
物
の
中
で
個
の
物
語
の
中
心
人
物
は
だ
れ
で
し
ょ
う
？ 

    

三 

こ
の
物
語
は
、
何
場
面
あ
り
ま
す
か
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
面 

 

〈
場
面
と
は
？
〉 

（光
村
図
書
３
年
教
科
書
か
ら
） 

 
 

物
語
の
中
に
あ
る
い
く
つ
か
の
ま
と
ま
り
。
時
間
（い
つ
）や
場
所
（ど
こ
）
、
登
場
人
物
（だ
れ
）の
行
動
な
ど
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。 

一
場
面
…
ｐ
１８
一
行
目
～
ｐ
２１
十
三
行
目
ま
で
（い
つ
の
こ
と
か
… 

 

場
所
… 

 
 

 
 

 

登
場
人
物
… 

 
 

 
 

 
 

） 

二
場
面
…
ｐ
２２
一
行
目
～
ｐ
２３
十
一
行
目
ま
で
（い
つ
… 

 
 

 
 

場
所
… 

 
 

 
 

 

登
場
人
物
… 

 
 

 
 

 
 

） 

三
場
面
…
ｐ
２３
後
ろ
か
ら
二
行
目
～
ｐ
２６
四
行
目
ま
で
（い
つ
… 

 

場
所
… 

 
 

 

登
場
人
物
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

四
場
面
…
ｐ
２６
六
行
目
～
ｐ
２６
十
三
行
目
ま
で
（い
つ
… 

 
 

場
所
… 

 
 

 
 

登
場
人
物
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

五
場
面
…
ｐ
２７
一
行
目
～
ｐ
２７
三
行
目
ま
で
（い
つ
…
四
場
面
と
同
じ 

場
所
…
春
花
は
教
室 

勇
太
は
校
庭 

 

登
場
人
物
…
同
じ 

） 
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登
場
人
物
の
心
情
が
表
れ
て
い
る
表
現
を
見
つ
け
よ
う
。 

〈
心
情
と
は
？
〉（光
村
図
書
５
年
教
科
書
） 

 
 

登
場
人
物
が
、
心
の
中
で
思
っ
て
い
る
こ
と
や
感
情
の
こ
と
。
直
接
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、 

行
動
や
会
話
、
情
景
に
も
表

れ
る
。 

 

一 

「
春
花
」
と
「
勇
太
」は
、
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
日
ご
と
に
、
会
話
や
行
動
を
ぬ
き
出
し
、
そ
の
と
き

の
心
情
を
想
像
し
て
、
短
い
言
葉
で
ま
と
め
よ
う
。 

・
教
科
書
に
、
春
花
の
会
話
や
行
動
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
心
情
は
赤
で
、
勇
太
の
会
話
や
行
動
は
緑
で
線
を
引
く
。 

 

1 日目② 1 日目①  

 

・
ま
る
で
知
ら
な
い
道
を
歩

い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
く
る
。 

春
花
の
会
話
や
行
動 

（オ
レ
ン
ジ
の
線
） 

 

子
馬
の
名
前
を
つ
け
て
ほ

し
い
と
任
さ
れ
、
う
き
う
き

し
て
い
る
。 心 

 
情 

（赤
の
線
を
短
い
言
葉
で
） 

 

・
た
だ
、
足
元
を
見
て
い

る
。 

・
ち
ら
っ
と
春
花
の
方
を
見

た
。
で
も
、
す
ぐ
に
目
を
そ

ら
し
た
。 

勇
太
の
会
話
や
行
動 

（
緑
の
線
） 

  

心 
 

情
・人
が
ら 

（
青
の
線
を
短
い
言
葉
で
） 



  

3 日目② 3 日目① 2 日目  

   

春
花
の
会
話
や
行
動 

（オ
レ
ン
ジ
の
線
） 

   

心 
 

情 

（赤
の
線
を
短
い
言
葉
で
） 

   

勇
太
の
会
話
や
行
動 

（
緑
の
線
） 

   

心 
 

情
・人
柄 

（
青
の
線
を
短
い
言
葉
で
） 
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二
人
の
心
情
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。 

 

○
二
人
の
心
情
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。 

一 

「
春
花
」の
「勇
太
」に
対
す
る
心
情
は
、
ど
の
よ
う
な
出
来
事
に
よ
っ
て
、
ど
う
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 

 

書
き
方
…
春
花
は
、
（
○
○
○
○
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
の
）
出
来
事
に
よ
っ
て
、
勇
太
に
対
す
る
気
持
ち
が
（
○
○
○

○
・
・
・
・
・
・
・・・・
・・・・・
・・・・
・
と
）変
化
し
た
。
（変
化
し
て
い
っ
た
）な
ど
。
○
○
○
○
・
・
・
・に
入
る
言
葉
を
考
え
て
書
い
て
み
よ
う
。

自
分
で
考
え
た
言
葉
で
書
い
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

        

二 

「
勇
太
」
の
「
春
花
」
に
対
す
る
心
情
の
変
化
は
、
直
接
え
が
か
れ
て
い
な
い
が
、
「
勇
太
」
の
行
動
か
ら
「
勇
太
」
の
「春
花
」
に
対
す

る
心
情
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

        

○
二
人
の
関
わ
り
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。 

一 

三
日
間
で
、
「春
花
」と
「勇
太
」の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
だ
ろ
う
か
。 
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二
人
の
心
情
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。 

 

○
二
人
の
関
わ
り
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う 

 

・
こ
の
物
語
の
題
名
は
、
二
人
の
関
わ
り
の
変
化
と
ど
の
よ
う
に
結
び
付
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
物
語
の
最
初
と
最
後
で
は
、
題
名
か
ら

受
け
る
印
象
は
ど
う
ち
が
う
だ
ろ
う
か
。 

 

例
え
ば
・
・・わ
た
し
は
（ぼ
く
は
）始
め
、
「な
ま
え
つ
け
て
よ
」と
い
う
題
名
か
ら
、
何
に
名
前
を
付
け
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま 

し
た
。
春
花
は
、
は
じ
め
勇
太
の
こ
と
を
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・だ
っ
た
（だ
と
思
っ
て
い
た
） 

け
れ
ど
・
・だ
と
思
い
ま
し
た
。
勇
太
は
、 
・・・・・・・・・・だ
と
思
い
ま
し
た
。 

             

・
こ
の
先
、
「春
花
」と
「勇
太
」は
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
二
人
の
人
物
像
を
も
と
に
続
き
の
物
語
を
考
え
て
み
よ
う
。 

         

○
物
語
を
読
ん
だ
感
想
を
ま
と
め
よ
う
。 

 
 

 

※
感
想
の
書
き
方
は
、
教
科
書
ｐ
２
８
「感
想
を
伝
え
る
例
」を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。 
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